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  SYMPOSIUM  I: DIAGNOSIS AND TREATMENT 
OF PROSTATE  CANCER: CHAIRMAN'S ADDRESS (2)
Hiroki WATANABE
From the Department of Urology,  Kyoto Prefectural University of Medicine
 New topics on modalities of diagnosis and treatment for prostatic cancer were discussed by four 
symposists. 
                                                (Acta Urol. Jpn.  43: 445, 1997) 
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を,は っきりと認識 している泌尿器科医がどの くらい
いるだろうか。私たちの自然史の研究によれば,前立
腺に1個 の癌細胞が発生 してから患者が外来に現れる
まで,平均40年の年月が必要である.2015年のための
癌対策は,今 す ぐに始めてもすでに手遅れとさえいえ
る.このシンポジウムでは,不十分ながらも現在我々
が手 にしている癌対策のい くつかを,例示することが
できたら幸甚である.
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